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かりやの風景
菜の花畑を泳ぐ鯉のぼり（高須町）
　フローラルガーデンよさみの東側の菜の花畑に、約６０匹の鯉の
ぼりが悠然と泳いでいます。これは、公園を訪れる人に楽しんでも
らおうと、高須地区営農改善組合が遊休農地活用の取組のひと
つとして毎年行っているものです。
　鯉のぼりは５月６日（日）まで、月曜日と雨天を除き、毎日飾られて
います。また、この農地には菜の花のほかにも、季節に合わせひま
わりやコスモスなどが植えられる予定ですので、これからも季節の
訪れを華やかに知らせてくれそうです。
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 　　《カフエーさだ》 
1930年　　油彩・キャンバス

黄色い外観が目を惹くカフェのある街角。描かれたのは昭和5
年で、その当時の都会ではカフェが流行するなど、急速に街の近
代化が進んでいました。本作は名古屋・栄付近のカフェと思われ、
出窓風な軒先のデザインや看板の「チキンライス」の文字から、当
時の流行が感じられます。市野は大正末期から名古屋で活躍し
た洋画家です。昭和初期のこの頃、素早い筆遣いと落ち着いた
色彩で、変わりゆく地元の街並みを描きました。
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